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論文審査の要旨 

 

変形性手関節症に対する標準的な術式に橈骨舟状骨月状骨間固定術があるが、術後に

手関節の可動域が低下することが問題になっていた。そこで最近その術式に舟状骨遠位

切除と三角骨切除を加えて可動域を増加させようとする試みがなされている。しかしな

がら、生体力学的にどのような変化が生じるのかは明らかにされていない。本研究では

新鮮凍結手を用いて日常生活で重要とされるダーツスロー運動とぶんまわし運動に本

術式がどのような影響を与えるかについて検証し、舟状骨遠位切除と三角骨切除をする

ことにより関節可動域が増加するメカニズムを解明し、また関節不安定性が新たに生じ

る事を明らかにした。 

公聴会では、本研究で用いた測定誤差とそれを軽減する方法や他の術式との相違に関

する質問、また日常生活動作に必要な手関節の可動域についての質問などに対し、何れ

も適切かつ的確に答えられていた。本研究の結果は部分手関節固定術施行にあたり極め

て重要な研究成果であり、同様の研究手法を用いることにより他部位での術後合併症を

予知しうる可能性を秘めた研究と言える。今後の手外科手術の成績向上と本領域のさら

なる発展に寄与すると考えられ、博士（医学）の学位に値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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